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公益社団法人  国際演劇協会（ITI/ ユネスコ ) 日本センター
Japanese Centre of International Theatre Institute / UNESCO

　公益社団法人国際演劇協会（ITI/
ユネスコ）日本センターは、ユネ
スコ傘下の国際組織である国際演
劇 協 会 ITI（International Theatre 
Institute）加盟の公認団体です。ITI
は世界平和と相互理解の促進を希求
するユネスコ憲章の精神に基き、演
劇による国際交流の増進を目的とし
て 1948 年創設され、現在約 85 の
国と地域が加盟しています。

I.T.I.
　

第
35
回
と
な
る
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
世
界
大
会
が
、

２
０
１
７
年
７
月
17
日
か
ら
22
日
に
か
け
て
、
ス

ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ッ
ド
の
近
郊
に
あ
る
世
界
遺
産

の
街
セ
ゴ
ビ
ア
市
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
当

初
、
16
年
６
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
マ
ナ
ウ
ス
市
で
開

催
さ
れ
る
予
定
で
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
大
会

が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
政
情
不
安
の
影
響
を
受
け
て
開

催
の
直
前
に
な
っ
て
中
止
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、

Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
ス
ペ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
新
た
に
開
催

の
申
し
出
が
あ
り
、
一
年
の
準
備
を
経
て
開
催
に

こ
ぎ
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
部
事
務
局
上
海
移
転
後
初
の
世
界
大
会

　

セ
ゴ
ビ
ア
大
会
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
事
務
局
が
パ

リ
か
ら
上
海
に
移
転
（
２
０
１
６
年
）
し
た
後
の

初
め
て
の
世
界
大
会
で
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
運
営

体
制
が
転
機
を
迎
え
た
後
の
開
催
と
な
っ
た
た

め
、
大
会
運
営
並
び
に
Ｉ
Ｔ
Ｉ
全
体
の
運
営
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
方
向
性
が
示
さ
れ
る
の
か
が
注

目
さ
れ
る
大
会
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
世
界
大
会
に
お
い
て
は
、
毎
回
、
ト
ビ
ア

ス
・
ビ
ア
ン
コ
ー
ネ
事
務
総
長
に
よ
る
事
務
局
長

レ
ポ
ー
ト
が
配
布
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
冊
子

体
の
印
刷
物
を
作
成
し
て
大
会
参
加
者
に
受
付
で

他
の
資
料
キ
ッ
ト
と
と
も
に
配
布
さ
れ
て
い
た
も

の
だ
が
、
こ
れ
が
、
今
回
の
大
会
か
ら
は
電
子

フ
ァ
イ
ル
が
収
録
さ
れ
た
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド
に
よ

る
配
布
に
置
き
換
わ
っ
た
。
２
５
６
ペ
ー
ジ
か
ら

な
る
こ
の
事
務
総
長
レ
ポ
ー
ト
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
自
由

に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

　

さ
て
、
今
回
の
世
界
大
会
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
前

回
大
会
の
と
き
の
報
告
に
引
き
続
き
、
日
本
セ
ン

タ
ー
に
と
っ
て
は
残
念
な
報
告
を
し
な
け
れ
ば
な
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司
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ら
な
い
。
そ
れ
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
理
事
国
委
員
会

（Executive Com
m

ittee

、
Ｅ
Ｃ
）
の
選
挙
に
関

し
て
で
あ
る
。

　

日
本
セ
ン
タ
ー
、
理
事
国
委
員
会
選
挙
落
選

　

世
界
大
会
初
日
（
17
日
）
の
全
体
会
議
の
場
で

理
事
国
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
選
挙
は
立
候
補

制
で
、
立
候
補
の
資
格
は
個
人
で
は
な
く
各
国
セ

ン
タ
ー
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

選
挙
の
方
式
は
、
投
票
を
２
回
に
分
け
た
２
段

階
投
票
制
で
行
わ
れ
た
。
第
１
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、

新
た
に
理
事
国
選
挙
に
立
候
補
し
た
国
、
お
よ
び

理
事
に
な
っ
て
１
期
目
で
今
回
初
め
て
の
改
選
を

迎
え
る
セ
ン
タ
ー
が
選
出
の
対
象
と
な
る
。
今
回

立
候
補
し
た
セ
ン
タ
ー
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
ベ

ル
ギ
ー
（
フ
ラ
マ
ン
語
圏
）、
キ
ュ
ー
バ
、
グ
ル

ジ
ア
、
イ
ラ
ン
、
イ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
、

韓
国
、
コ
ソ
ボ
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ヴ
ェ

ト
ナ
ム
の
13
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。
開
票
の
結

果
、
イ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
の
４
セ
ン
タ
ー
が
当
選
と
な
っ
た
。

　

第
２
ラ
ウ
ン
ド
は
、
２
期
以
上
理
事
国
セ
ン

タ
ー
の
任
に
あ
る
セ
ン
タ
ー
の
中
か
ら
選
ば
れ

る
。
立
候
補
し
た
セ
ン
タ
ー
は
十
一
セ
ン
タ
ー
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
中

国
、ド
イ
ツ
、フ
ジ
ャ
イ
ラ
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）、ロ
シ
ア
、

ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
、
ス
イ
ス
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
の

９
セ
ン
タ
ー
が
当
選
し
、
キ
プ
ロ
ス
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
は
落
選
し
た
。

　

投
票
総
数
（
出
席
及
び
委
任
投
票
し
た
セ
ン

タ
ー
数
）
は
、57
だ
っ
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
（
委

任
は
５
票
）。
当
選
の
要
件
は
、
投
票
総
数
の
過

半
数
（
29
票
）
を
得
て
い
る
こ
と
、
当
選
者
の
数

が
20
を
超
え
な
い
こ
と
、
の
二
つ
で
あ
る
。

　

理
事
国
数
、
13
ヵ
国
に
激
減

　

こ
の
結
果
、
Ｅ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
た
各
国

セ
ン
タ
ー
は
、
前
回
大
会
で
は
16
だ
っ
た
が
、
今

回
は
さ
ら
に
減
少
し
て
13
と
な
っ
た
。

　

こ
の
結
果
を
ど
う
読
み
取
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う

か
。
２
０
１
１
年
に
中
国
廈
門
で
開
か
れ
た
第
33

回
世
界
大
会
以
前
は
、
定
数
枠
い
っ
ぱ
い
の
20
セ

ン
タ
ー
が
選
ば
れ
て
い
た
の
だ
が
、
前
回
の
エ
レ

バ
ン
大
会
と
今
回
の
セ
ゴ
ビ
ア
大
会
で
は
選
出
さ

れ
る
理
事
国
の
数
が
激
減
し
た
こ
と
が
新
し
い
動

向
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

以
前
は
本
部
事
務
局
が
あ
っ
た
パ
リ
に
事
務
局

ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
た
の
で
、
活
動
が
行
わ

れ
る
範
囲
は
、
ど
う
し
て
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
フ

リ
カ
が
中
心
だ
っ
た
。
そ
の
他
の
地
域
の
各
国
セ

ン
タ
ー
は
、
２
年
か
３
年
に
一
度
の
世
界
大
会
に

出
か
け
て
い
く
が
、
そ
の
間
の
活
動
に
強
い
関
わ

り
を
持
ち
に
く
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
こ
の
20

数
年
に
わ
た
っ
て
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
韓
国
、

日
本
の
各
セ
ン
タ
ー
が
歴
代
の
会
長
、
理
事
を
輩

出
し
て
い
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
て
よ
い
が
、
最
近

に
な
っ
て
理
事
選
出
を
め
ぐ
る
状
況
が
変
わ
っ
て

き
た
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
回
の
選
挙

で
も
、
残
念
な
が
ら
日
本
セ
ン
タ
ー
（
曽
田
）
は

当
選
に
至
ら
な
か
っ
た
。韓
国
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、

前
回
立
候
補
し
た
韓
国
演
劇
協
会
会
長
の
チ
ェ
・

チ
リ
ム
氏
に
代
わ
っ
て
副
会
長
の
キ
ム
・
ジ
ョ
ン

フ
ァ
氏
が
立
候
補
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
落
選
し
た

（
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
は
今
回
立
候
補
を
見
送
っ
た
）。

　

ま
た
、
近
年
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
に
対
す
る
財
政
的

な
大
口
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
、
フ
ジ
ャ
イ
ラ
（
Ｕ
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Ａ
Ｅ
）、
中
国
セ
ン
タ
ー
の
存
在
感
が
非
常
に
大

き
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
こ
と
が
理
事
会
構

成
メ
ン
バ
ー
の
変
化
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
間
、
エ
レ
バ
ン
大
会
で
新
会
長
（
フ
ジ
ャ

イ
ラ
の
ム
ハ
マ
ド
・
サ
イ
フ
・
ア
ル
ア
フ
カ
ム
氏
）

が
選
出
さ
れ
て
新
理
事
会
メ
ン
バ
ー
が
就
任
し
た

が
、
そ
の
際
に
就
任
し
た
副
会
長
４
名
の
う
ち
、

２
名
が
今
回
の
セ
ゴ
ビ
ア
大
会
で
退
任
し
た
。
近

年
で
は
、
毎
年
フ
ジ
ャ
イ
ラ
で
の
理
事
会
開
催
が

恒
例
化
し
て
い
る
。

　
「
国
際
伝
統
劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
銀
川
で
開
催

　

中
国
セ
ン
タ
ー
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の

各
国
セ
ン
タ
ー
に
呼
び
か
け
て
Ｉ
Ｔ
Ｉ
「
ア
ジ
ア

伝
統
劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
２
０
１
６
年
３
月
に
中

国
・
広
州
市
で
開
催
し
、
同
年
Ｉ
Ｔ
Ｉ
第
１
４
４

回
執
行
委
員
会
で
「
国
際
伝
統
劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

へ
の
改
組
が
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
第
1
回
の
大
会

が
今
年
の
６
月
に
銀
川
市
で
開
か
れ
、
日
本
セ
ン

タ
ー
か
ら
永
井
多
恵
子
会
長
と
菱
沼
彬
晁
理
事
が

参
加
し
た
。

　

今
回
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部
事
務
所
の
移
転
に
伴
い
、

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
も
事
務
局
長
以
外
は
全
員
入
れ

替
わ
っ
た
中
で
世
界
大
会
の
仕
切
り
直
し
開
催
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
理
事
国

メ
ン
バ
ー
に
は
名
誉
職
的
な
役
割
と
い
う
よ
り
も

実
質
的
な
貢
献
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
と
推
察
さ
れ
、
理
事
国
選
挙
の
あ
り
方
も
、
こ

れ
ま
で
よ
り
も
現
任
メ
ン
バ
ー
の
組
織
運
営
へ
の

貢
献
に
対
す
る
信
任
投
票
に
近
い
性
格
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

活
発
化
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
評
議
会

　

さ
て
、
本
報
告
の
最
後
に
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
の
地
域
的
な
集
ま
り
で
あ
る
「
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
評
議
会
」
の
活
動
に
つ
い
て
、
少

し
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
事
業
の
進
め
方
は
、
本
部
事
務
局
主

導
で
進
め
る
も
の
と
、
各
国
セ
ン
タ
ー
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
で
行
う
も
の
の
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ

る
。
前
者
と
し
て
は
、「
ワ
ー
ル
ド
シ
ア
タ
ー
・

デ
イ
」
と
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ダ
ン
ス
デ

イ
」
の
事
業
が
あ
る
。
後
者
は
、「
紛
争
地
域
の

演
劇
」、「
人
権
・
固
有
文
化
・
移
民
問
題
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」、「
社
会
変
革
の
た
め
の
演
劇
」、「
演
劇

高
等
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」、「
若
手
舞
台
制
作
者

委
員
会
」
な
ど
、
テ
ー
マ
別
の
活
動
を
行
な
っ
て

い
る
委
員
会
組
織
（
Ｉ
Ｔ
Ｉ
で
は
、
こ
れ
は
「
委

員
会
＝
コ
ミ
テ
ィ
ー
」
と
称
し
て
い
る
）
や
、
地

理
的
な
ま
と
ま
り
に
よ
り
、
各
国
セ
ン
タ
ー
が
集

ま
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
い
る
地
域
評
議

会
な
ど
に
よ
る
活
動
が
あ
り
、
こ
ち
ら
の
タ
イ
プ

の
活
動
は
、
そ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
各
国
セ
ン

タ
ー
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

　

大
会
期
間
中
、
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
の
メ
ン
バ
ー
が
集
う
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
評
議

会
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
７
月
20
日
の
朝
に
行
わ

れ
た
。
出
席
は
、
日
本
、
韓
国
、
中
国
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
モ
ン
ゴ
ル
、

イ
ラ
ン
、
香
港
、
グ
ル
ジ
ア
の
13
カ
国
・
地
域
で

あ
る
（
中
国
代
表
は
こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
不

在
）。

　

明
年
１
月
、
イ
ラ
ン
で
演
劇
祭
開
催

　

こ
の
集
ま
り
は
、
こ
れ
ま
で
の
世
界
大
会
で
は

さ
ほ
ど
活
発
な
活
動
が
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
が
、
今
回
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
セ
ン
タ
ー
他
か

ら
具
体
的
な
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
が
あ
っ

た
。
①
英
語
に
翻
訳
さ
れ
た
各
国
の
優
れ
た
戯
曲

を
集
め
て
出
版
す
る
こ
と
②
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ラ
ジ

オ
の
国
際
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
ド
ラ
マ
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
の
番
組
を
シ
リ
ー
ズ
で
制
作
・
放
送
す
る
こ

と
③
２
０
１
８
年
１
月
に
開
催
さ
れ
る
イ
ラ
ン
の

演
劇
祭
で
情
報
共
有
・
戦
略
構
築
の
た
め
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
お
う
と
い
う
提
案
で
あ
る
。

　

今
回
、
日
本
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
参
加
者
は
厳
し

い
財
政
事
情
の
た
め
に
１
名
に
と
ど
ま
っ
た
。
日

本
か
ら
は
曽
田
の
他
に
演
出
家
の
角
本
敦
氏
が
個

人
の
立
場
で
参
加
し
、
世
界
各
地
の
演
劇
人
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
積
極
的
に
構
築
し
て
い
た
。



　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
英
連
邦
部
会
は
、
Ｉ

Ｔ
Ｉ
の
活
性
化
と
会
員
相
互
の

交
流
を
図
る
た
め
に
、
イ
ギ
リ

ス
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
な
ど
英
連
邦
諸
国
の
演
劇
に

関
係
す
る
Ｉ
Ｔ
Ｉ
会
員
で
結
成

さ
れ
た
任
意
の
部
会
で
す
。
月

１
回
の
例
会
、
３
～
４
ヵ
月
に

１
回
の「
戯
曲
研
究
＆
懇
親
会
」

な
ど
を
重
ね
、
こ
の
７
月
21
日

で
ま
る
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

戯
曲
研
究
で
は
『
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
』（
ニ
コ
ラ
ス
・
ビ
ヨ
ン

作
、吉
原
豊
司
訳
）『
そ
の
後
の
二
人 

～
ソ
ー
ニ
ャ

と
ア
ン
ド
レ
イ
』（
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
フ
リ
ー
ル
作
、

吉
岩
正
晴
訳
）『
と
こ
し
え
に
あ
な
た
の
も
の
…

マ
リ
ー
・
ル
ー
』（
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ト
レ
ン
ブ
レ

イ
作
、
吉
原
豊
司
訳
）
ア
プ
ラ
イ
ド
ド
ラ
マ
『
帰

還
』（
プ
レ
・
テ
キ
ス
ト
構
成
ア
レ
ン
・
オ
ー
エ

ン
ズ
、
オ
ー
ハ
シ
・
ヨ
ー
ス
ケ
訳
）
を
取
り
上

げ
た
他
、
今
年
４
月
に
は
カ
ナ
ダ
で
の
研
究
留

学
を
終
え
て
帰
国
し
た
曽
田
修
司
事
務
局
長
を

迎
え
て
「
カ
ナ
ダ
と
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
パ
フ
ォ
ー

ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
事
情
」
に
つ
い
て
の
お
話
を

聞
く
会
を
開
催
し
、
同
時
に
、『
リ
タ
・
ジ
ョ
ー

の
よ
ろ
こ
び
』（
ジ
ョ
ー
ジ
・
リ
ガ
作
、
吉
原
豊

司
訳
）
を
題
材
に
、
三
輪
え
り
花
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
『
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
』
は
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
聴

い
た
吉
岡
孝
子
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
目
に
と
ま
っ

て
小
劇
場
ブ
ロ
ー
ダ
ー
ハ
ウ
ス
で
６
月
30
日
か
ら

３
日
間
、
４
回
の
上
演
が
実
現
し
、
来
日
中
の
作

者
ニ
コ
ラ
ス
・
ビ
ヨ
ン
氏
も
観
劇
に
見
え
ま
し
た

（
ル
ネ
・
ド
・
オ
バ
ル
デ
ィ
ア
作
「
亡
夫
」
と
併
演
）。

　

こ
れ
か
ら
の
活
動
と
し
て
海
外
と
の
交
流
、
舞

台
芸
術
専
門
の
翻
訳
家
・
通
訳
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

留
学
希
望
者
セ
ミ
ナ
ー
等
々
の
企
画
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
（
報
告　

副
会
長
・
吉
岩
正
晴
） 

研究作『アイスランド』を
ブローダーハウスで上演

ＩＴＩ英連邦部会　力強い２年の歩み

　

カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
大
規
模
文
化
イ

ベ
ン
ト
と
言
え
ば
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・
ジ
ャ
ズ
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
だ

ろ
う
。
実
際
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
は
フ
ェ
ス
テ
ィ

ア
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
考
え
る

１年近いカナダ在外研究から帰国し、報告会を
行う曽田修司ＩＴＩ常務理事・事務局長（４月
29 日、東京・新宿のフリースペース無何有で）

バ
ル
・
シ
テ
ィ
と
も
呼
ば
れ
、
一
年
を
通
し
て
各

種
の
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
多
数
開
催
さ
れ
て

い
る
。
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
街
の
中
心
部
の
プ
ラ

ス•

デ
ザ
ー
ル
（
芸
術
広
場
）
と
呼
ば
れ
る
街
区

　

私
は
２
０
１
６
年
の
４
月
か
ら
17
年

の
２
月
に
か
け
て
跡
見
学
園
女
子
大
学

の
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
（
在
外
研
究
留
学
）

制
度
を
利
用
し
て
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
に
11
ヵ
月
間
滞
在
し
、
当
地
の
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
事
情
を
視
察
す
る
機
会
を
得

た
。
日
本
へ
の
帰
国
後
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
英
連
邦
部
会
の
第
５
回
会
合
（
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
無
何
有
）
で
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
滞
在
中
の
見
聞
を
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
の
で
、そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

カ
ナ
ダ
と
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
事
情
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に
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
や
劇
場
、
美
術
館
等

の
巨
大
な
文
化
施
設
群
が
立
ち
並
び
、
そ
の
周
辺

の
街
路
に
は
野
外
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
が
集
積
さ

れ
て
い
て
、
夏
の
間
は
そ
こ
に
い
く
つ
も
の
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
を
組
ん
で
無
料
の
野
外
イ

ベ
ン
ト
が
数
多
く
開
催
さ
れ
る
。

　

カ
ナ
ダ
フ
ラ
ン
ス
語
圏
最
大
の
都
市

　

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
は
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
交

響
楽
団
を
は
じ
め
、
オ
ペ
ラ
、
バ
レ
エ
、
演
劇
、

ダ
ン
ス
と
世
界
的
に
も
一
流
と
目
さ
れ
る
団
体
が

数
多
く
揃
っ
て
い
る
が
、
な
か
で
も
、
北
米
の
他

の
都
市
に
比
べ
て
際
立
っ
て
い
る
の
は
、
シ
ル

ク
・
デ
ュ
・
ソ
レ
イ
ユ
を
始
め
と
す
る
サ
ー
カ
ス
・

カ
ン
パ
ニ
ー
が
質
・
量
と
も
に
大
き
な
存
在
感
を

持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
１
９
８
０
年

代
以
降
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
が
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ

リ
ー
ダ
ン
ス
の
分
野
で
世
界
的
な
注
目
を
集
め
て

き
た
と
い
う
歴
史
的
経
緯
も
見
逃
せ
な
い
。

　

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
市
は
人
口
約
２
５
０
万
人
、

ケ
ベ
ッ
ク
州
（
人
口
約
８
百
万
人
）
内
で
最
大
の

都
市
で
あ
り
、
カ
ナ
ダ
・
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
最
大

の
都
市
で
も
あ
る
。
言
語
政
策
で
は
、
カ
ナ
ダ

連
邦
政
府
が
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
二
つ
を
公

用
語
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
は
、

１
９
７
７
年
に
フ
ラ
ン
ス
語
憲
章
を
定
め
、
フ
ラ

ン
ス
語
の
み
を
公
用
語
と
し
て
い
る
。カ
ナ
ダ
は
、

10
の
州
と
四
つ
の
準
州
か
ら
な
る
連
邦
国
家
で
あ

る
が
、
そ
の
中
で
フ
ラ
ン
ス
語
を
母
語
と
す
る

人
々
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
の
は
ケ
ベ
ッ
ク
州

の
み
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
全
体
で
は
カ
ナ
ダ
・
カ
ウ

ン
シ
ル
の
存
在
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス

式
の
文
化
政
策
と
の
共
通
性
が
見
ら
れ
る
が
、
ケ

ベ
ッ
ク
州
で
は
文
化
政
策
に
お
い
て
政
府
に
よ
る

文
化
投
資
の
比
重
が
高
く
、
全
体
と
し
て
は
フ
ラ

ン
ス
式
と
イ
ギ
リ
ス
式
の
折
衷
と
い
え
よ
う
か
。

　

隣
国
の
米
国
を
最
大
の
市
場
と
し
て

　

し
か
し
、
現
地
で
観
察
し
て
い
る
と
、
カ
ナ
ダ

や
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
文
化
政
策
の
駆
動
要
因
を
形

作
っ
て
い
る
も
う
一
つ
の
大
き
な
存
在
に
直
ち
に

気
が
つ
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
隣
国
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
に
お
け
る
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ

の
市
場
の
集
積
で
あ
る
。

　

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ほ
ぼ

真
北
に
位
置
し
て
お
り
（
飛
行
機
で
１
時
間
足
ら

ず
の
距
離
）、
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
の
関

係
者
は
こ
と
あ
る
ご
と
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
の
間

を
往
き
来
し
て
い
る
。
私
も
、
今
回
の
滞
在
中
に

何
度
か
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
足
を
運
ん
だ
。
毎
年
１

月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
世
界
最
大
の

舞
台
芸
術
見
本
市
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｐ
（
エ
イ
パ
ッ
プ
と
発

音
）
で
は
、
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
業
界
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
（
劇
場
や

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の

上
演
機
関
）
た
ち
が
米
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界

中
か
ら
集
ま
る
。
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｐ
を
構
成
し
て
い
る

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
の
関
連
団
体
は
約

１
６
０
０
、１
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
会
議
に
は
約

５
千
人
の
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
関
係
の
専

門
家
が
集
ま
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
れ
に

照
準
を
合
わ
せ
て
専
門
家
に
向
け
た
多
種
多
様
な

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
一
般
客
向
け
の
公
演
と
と
も

に
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
の
専
門
家
（
プ
レ

ゼ
ン
タ
ー
）
向
け
の
公
演
が
多
数
上
演
さ
れ
、
全

米
各
地
の
舞
台
関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
劇
場
や

ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
の
上
演
演
目
を
決
定
し
て
い

く
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
場
と
し
て

重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｐ
は
米
国
国
内
だ
け
で
は
な
く
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ

ス
の
場
で
も
あ
る
。
い
ま
は
中
国
の
国
家
文
化
機

関
が
売
り
込
み
に
熱
心
で
、
役
人
に
率
い
ら
れ
た

伝
統
芸
能
の
劇
団
が
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｐ
の
会
場
内
で
積
極

的
に
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
た
。

　

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
舞
台
芸
術
の
見
本
市

　

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
そ
の
規
模
に
お
い
て
世
界
最
大
の

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
の
見
本
市
で
あ
る
の

に
対
し
て
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
は
二
年
に
一
度

秋
に
開
催
さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｓ
と
い
う
パ

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
の
見
本
市
が
あ
る
。
Ｃ

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
特
色
は
、
地
元
ケ
ベ
ッ
ク
州
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
世
界
中
に
売
り
込
む
た
め
の
催

し
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が
明
確
で
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｐ
が
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
買
い
手
中

心
の
催
し
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｓ
は
売
り
手
中
心
の
そ
れ
と
し
て
設

計
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

　

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｐ
や
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｓ
で
は
、
直
接
的
な
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ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
の
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
舞
台
芸

術
関
係
者
の
情
報
共
有
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の

機
会
で
も
あ
り
、
世
界
中
の
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・

ア
ー
ツ
の
成
功
事
例
が
紹
介
さ
れ
る
セ
ミ
ナ
ー

が
会
議
に
併
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
レ
ク

チ
ャ
ー
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
で
、
誰

で
も
そ
こ
に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
、
ア
ー
ツ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
最
新
の
注
目
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
情

報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
以
下
、
カ
ナ
ダ
・
米
国
と
日
本
の
ア
ー

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
め
ぐ
る
状
況
を
比
較
し
て
み

た
い
。

　

国
家
の
文
化
予
算
、
５
年
間
で
倍
増

　

カ
ナ
ダ
で
は
、
２
０
１
５
年
10
月
に
ト
ル
ド
ー

自
由
党
政
権
が
誕
生
し
、
16
年
３
月
に
は
文
化
予

算
の
大
幅
増
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
中
身
は
、
国

営
放
送
局
の
予
算
拡
大
や
博
物
館
や
劇
場
な
ど
の

文
化
施
設
の
拡
充
が
主
で
あ
る
が
、
連
邦
レ
ベ
ル

の
文
化
助
成
機
関
で
あ
る
カ
ナ
ダ
・
カ
ウ
ン
シ
ル

の
予
算
も
５
年
間
で
倍
増
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
世
界
的
な
政
治
動
向
の
中

に
お
い
て
は
例
外
的
な
こ
と
に
、
文
化
を
重
視
し

よ
う
と
す
る
動
き
が
カ
ナ
ダ
で
起
き
て
い
る
こ
と

に
注
目
し
た
い
。

　

私
が
ゲ
ス
ト
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
滞
在
し

た
Ｈ
Ｅ
Ｃ
（
フ
ラ
ン
ス
語
で
ア
ッ
シ
ュ
・
ウ
ー
・

セ
ー 

と
発
音
す
る
。
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
大
学
の

グ
ル
ー
プ
校
で
あ
る
経
営
大
学
院
）
は
非
常
に
国

際
色
豊
か
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
、
大
学
全
体

で
は
大
学
院
生
・
学
部
生
合
わ
せ
て
１
万
８
千
人
、

世
界
１
４
０
カ
国
か
ら
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
へ
の
取
り
組
み

　

当
地
で
改
め
て
感
じ
た
の
は
、
米
国
で
も
カ
ナ

ダ
で
も
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
基
本
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日

本
の
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、
そ
れ
と
は

対
照
的
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
中
心
に
据
え

た
議
論
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
Ｈ
Ｅ
Ｃ
の
Ｆ
・

コ
ル
ベ
ー
ル
教
授
の
手
に
な
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
教
科
書
『
文
化
と
ア
ー
ト
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
』（
２
０
１
２
年
に
第
四
版
発
行
、
初
版
は

１
９
９
３
年
）
は
こ
れ
ま
で
に
13
言
語
に
訳
さ
れ

て
い
る
が
、い
ま
だ
に
日
本
語
訳
は
出
て
い
な
い
。

　

コ
ル
ベ
ー
ル
教
授
に
よ
る
と
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
対
象
と
な
る
市
場
に
は
四
つ
の
種
類
が
あ

る
。
①
消
費
者
市
場
、
②
パ
ー
ト
ナ
ー
市
場
、
③

政
府
（
国
）、
④
民
間
（
寄
付
、
メ
セ
ナ
）
の
四

つ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
パ
ー
ト
ナ
ー
市
場
と
は

端
的
に
い
う
と
劇
場
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
こ
と
を

い
う
。
そ
も
そ
も
、
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ

の
業
界
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
、
本
来
、
観
客
を

呼
ぶ
の
は
劇
場
の
役
割
で
あ
り
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー

が
そ
の
役
割
を
担
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、

書
店
が
な
け
れ
ば
出
版
は
産
業
に
な
ら
な
い
し
、

映
画
館
が
な
け
れ
ば
映
画
は
産
業
に
は
な
ら
な
い

の
と
同
じ
構
造
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と

に
、
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
大
都
市
以
外
で
は
劇
場

が
観
客
を
つ
く
り
増
や
す
の
に
積
極
的
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
演

劇
が
大
き
な
産
業
に
育
っ
て
来
な
か
っ
た
し
、
社

会
的
に
も
そ
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
今
後
は
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー

（
流
通
を
担
う
団
体
。
こ
こ
で
は
劇
場
等
の
こ
と
）

の
存
在
に
注
目
し
、
そ
の
産
業
化
を
促
す
よ
う
な

育
成
策
が
日
本
に
は
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

私
が
今
回
の
在
外
研
究
中
に
学
ん
だ
重
要
な
こ

と
は
、
各
国
の
文
化
政
策
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
歴
史
的
文
化
的
事
情
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ

る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
国
や
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
形
を
と
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
は
、
他
国
の
文
化
政
策
の
中
身
を
そ
の
ま

ま
移
入
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
が
、
日
本
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
市
場
の

育
成
拡
大
に
よ
る
文
化
振
興
の
可
能
性
及
び
「
文

化
と
ア
ー
ト
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
研
究
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
（
報
告　

常
務
理
事
・
事
務
局
長　

曽
田
修
司
）

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
の
業
界
の
あ
り
方
を
考
え
る
と
、
本
来
、
観
客
を
呼
ぶ
の
は
劇
場
の
役
割

で
あ
り
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
そ
の
役
割
を
担
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
日
本
で
は
こ
れ
ま
で
劇
場

が
観
客
を
つ
く
り
増
や
す
の
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
と
は
言
え
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
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い
ま
カ
ナ
ダ
で
メ
キ
メ
キ
と
頭
角
を
現
し
て
い

る
劇
作
家
に
ニ
コ
ラ
ス
・
ビ
ヨ
ン
と
い
う
名
の
若

者
が
い
ま
す
。
そ
の
ニ
コ
ラ
ス
・
ビ
ヨ
ン
が
６
月

下
旬
か
ら
７
月
初
め
に
か
け
て
来
日
し
ま
し
た
。

東
京
で
翻
訳
上
演
さ
れ
た
２
本
の
自
作
を
観
る
た

め
で
し
た
。『
屠
殺
人
ブ
ッ
チ
ャ
ー
』（
吉
原
豊
司

訳
、
小
笠
原
響
演
出
、
名
取
事
務
所
制
作
、
於
：

下
北
沢
「
劇
」
小
劇
場
）

と
『
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
』（
吉

原
豊
司
訳
、
新
見
真
琴
演

出
、
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
制
作
、
於
：
東
松

原
ブ
ロ
ー
ダ
ー
ハ
ウ
ス
）が
そ
の
二
本
で
す
。『
ア

イ
ス
ラ
ン
ド
』
は
Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
の
英
連

邦
部
会
で
も
戯
曲
研
究
が
行
わ
れ
、
せ
ん
が
わ
劇

場
で
も
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ニ
コ
ラ
ス
さ
ん
の
書
く
戯
曲
に
は
共
通
す
る
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
社
会
性
・
政
治
性
の
強
い
テ
ー

マ
を
サ
ス
ペ
ン
ス
ド
ラ
マ
風
に
仕
立
て
て
客
席
に

届
け
る
と
い
う
の
が
そ
れ
。
観
客
は
物
語
の
展
開

を
ハ
ラ
ハ
ラ
、
ド
キ
ド
キ
楽
し
み
な
が
ら
、
最

後
に
ズ
シ
ン
と
重
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
突
き

つ
け
ら
れ
る
の
で
す
。

客
を
飽
き
さ
せ
ず
、

そ
れ
で
い
て
伝
え
る

べ
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
し
っ
か
り
と
伝
え
る
作
劇
術

は
見
事
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
見
事
な
作
劇
術
ゆ
え
に
、
東
京
で
上
演

さ
れ
た
二
本
は
い
ず
れ
も
好
評
。
就
な
か
ん
ず
く中
、
東
欧
と

お
ぼ
し
き
国
で
起
き
た
民
族
紛
争
を
テ
ー
マ
に
し

た
『
屠
殺
人
ブ
ッ
チ
ャ
ー
』
に
は
「
現
実
を
え
ぐ

る
巧
妙
な
寓
話
」（
毎
日
新
聞
）
と
か
「
戦
争
の

無
残
さ
を
い
や
が
う
え
に
も
際
立
た
せ
る
」（
今

村
修
氏
ブ
ロ
グ
）
と
か
「
驚
愕
の
展
開
。
心
理
サ

ス
ペ
ン
ス
劇
と
し
て
も
超
一
級
」（
ブ
ロ
グ
梁
塵

日
記
）
と
言
っ
た
劇
評
が
寄
せ
ら
れ
、
読
売
演
劇

賞
（
２
０
１
７
年
上
半
期
分
）
に
も
次
の
４
部
門

で
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
作

品
賞
、
男
優
賞
（
佐
川
和
正
）、
女
優
賞

（
森
尾
舞
）、
演
出
家
賞
（
小
笠
原
響
）。

　

ニ
コ
ラ
ス
さ
ん
の
代
表
作
に
は
、

上
述
二
本
の
他
、
も
う
一
本
『
エ
レ

フ
ァ
ン
ト
・
ソ
ン
グ
』
が
あ
り
ま
す
。

母
親
が
世
界
的
に
有
名
な
オ
ペ
ラ
歌

手
で
滅
多
に
家
に
い
な
い
た
め
愛
に

飢
え
て
い
る
少
年
。
そ
の
捻
じ
れ
た

心
象
風
景
を
見
事
に
描
出
し
た
こ
の

作
品
も
今
年
３
月
、
名
取
事
務
所
が

上
演
（
吉
原
豊
司
訳
、
扇
田
拓
也
演
出
、
於
：
劇

小
劇
場
）、
好
評
で
し
た
。
ま
た
本
作
は
、
カ
ナ

ダ
映
画
界
の
寵
児
グ
ザ
ビ
エ
・

ド
ラ
ン
の
主
演
で
映
画
化
も
さ

れ
て
お
り
、
ご
覧
に
な
っ
た
方

も
少
な
く
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
作
品
を
多
数
書
い
て
い
る

ニ
コ
ラ
ス
さ
ん
は
ま
だ
39
歳
。
日
本
で
の
過
密
と

も
思
え
る
全
日
程
（
10
日
間
）
を
精
力
的
に
こ
な

し
、７
月
８
日
ト
ロ
ン
ト
に
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

見
送
り
に
行
っ
た
私
に
残
し
た
言
葉
が
「
今
回
の

訪
日
体
験
を
下
敷
き
に
、
日
本
を
舞
台
に
し
た
新

し
い
戯
曲
を
書
い
て
み
た
く
な
っ
た
」
と
い
う
も

の
。
ど
ん
な
新
作
が
生
ま
れ
て
く
る
の
か
、
楽
し

み
で
す
。　
　
　
　
　
　
（
カ
ナ
ダ
演
劇
翻
訳
家
）

カ
ナ
ダ
気
鋭
の
劇
作
家  

ニ
コ
ラ
ス
・
ビ
ヨ
ン
氏
来
日

『
屠
殺
人
ブ
ッ
チ
ャ
ー
』

サ
ス
ペ
ン
ス
仕
立
て
の
社
会
派
ド
ラ
マ

読
売
演
劇
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト

吉原  豊司
報　告

『アイスランド』公演後にニコラ
ス・ビヨン氏を囲んで（左から２
番目が吉原豊司氏、４番目がビヨ
ン氏）　　写真提供・新見真琴氏



　

９
百
年
前
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に

栄
え
、
井
上
靖
の
『
敦
煌
』
の

舞
台
と
も
な
っ
た「
西
夏
王
国
」

の
故
地
、
中
国
寧
夏
回
族
自
治

区
の
首
府
・
銀
川
で
第
１
回
Ｉ

Ｔ
Ｉ
「
国
際
伝
統
劇
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
６
月
18
日
か
ら
22
日
ま

で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
合

わ
せ
て
Ｉ
Ｔ
Ｉ
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
区
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
第
15

回
「
中
国
芸
術
祭
」
が
併
催
さ

れ
、
世
界
か
ら
20
を
超
え
る
国

と
地
域
、
日
本
セ
ン
タ
ー
か
ら

永
井
多
恵
子
日
本
セ
ン
タ
ー
会

長
、
菱
沼
彬
晁
理
事
が
参
加
し

ま
し
た
。「
国
際
伝
統
劇
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
の
設
立
は
２
０
１
６
年

３
月
、
広
州
で
開
か
れ
た
「
ア

ジ
ア
伝
統
劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で

提
案
さ
れ
、
同
年
12
月
に
ス
ペ

イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ
Ｉ
第

１
４
４
回
執
行
委
員
会
で
承
認

さ
れ
て
第
一
回
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
副
会
長
で
Ｉ
Ｔ
Ｉ
中
国
セ

ン
タ
ー
（
中
国
戯
劇
家
協
会
）
会
長

の
季き

国こ
く
へ
い平
氏
は
、
伝
統
劇
の
保
護
と

継
承
に
取
り
組
む
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ

ル
ー
プ
が
Ｉ
Ｔ
Ｉ
60
有
余
年
の
歴
史

の
中
で
初
め
て
発
足
し
た
意
義
を
訴

え
、
各
国
セ
ン
タ
ー
の
協
調
と
交
流

の
推
進
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ト
ビ
ア
ス
・
ビ
ア
ン
コ
ー
ネ
Ｉ
Ｔ

Ｉ
事
務
総
長
は
、
冒
頭
の
あ
い
さ
つ

で
「
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
の

〝
ル
ー
ツ
〟が
歴
史
の
舞
台
か
ら
フ
ェ

イ
ド
・
ア
ウ
ト
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
各
地
の
伝
統
芸
は
コ
マ
ー
シ
ャ

リ
ズ
ム
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
波
に

押
し
や
ら
れ
、
今
や
衰
亡
の
瀬
戸
際

に
あ
り
ま
す
」
と
危
機
感
を
語
り
ま

し
た
。

　
「
伝
統
劇
と
現
代
劇
の
融
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
合
」
と

題
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
た
永
井

多
恵
子
会
長
は
各
国
セ
ン
タ
ー
の
中

中国寧夏回族自治区首府・銀川で
第１回「国際伝統劇フォーラム」

「
伝
統
劇
と
現
代
劇
の
融

フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
合
」

永
井
多
恵
子
会
長
が
レ
ク
チ
ャ
ー左からトビアス・ビアンコーネＩＴＩ事務総長、ラメンデュ・マ

ジュムダＩＴＩ名誉会長、永井多恵子日本センター会長、季国平
ＩＴＩ副会長・ＩＴＩ中国センター（中国戯劇家協会）会長

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
の

〝
ル
ー
ツ
〟
を
守
ろ
う

「
国
際
伝
統
劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
筆
頭
理
事
＝
会
長
に
中
国
セ
ン
タ
ー
会
長
・
季
国
平
氏
を
選
出
、
永
井
会
長
は
理
事
就
任
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で
異
彩
を
放
ち
ま
し
た
。

　
「
日
本
の
舞
台
芸
術
の
特
徴
は
今
も
古
典
芸
能

と
現
代
の
舞
台
芸
術
が
共
存
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
根

強
い
支
持
層
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
古
典
演

劇
で
あ
る
歌
舞
伎
は
今
も
現
代
の
舞
台
芸
術
と
並

ん
で
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
市
場
の
一
角
で
安

定
し
た
興
行
成
績
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
世

界
で
も
希
有
な
ケ
ー
ス
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
」

　

永
井
会
長
は
能
楽
に
話
題
を
移
し
、
ジ
ャ
ン
・

ル
イ
・
バ
ロ
ー
や
ロ
シ
ア
の
レ
フ
・
ド
ー
ジ
ン
（
ロ

シ
ア
国
立
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
マ
ー
ル

イ
・
ド
ラ
マ
劇
場
芸
術
監
督
）
ら
が
能
楽
に
大
き

な
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
、
西
欧
の

レ
ア
リ
ス
ム
を
超
え
る
も
の
と
し
て
能
楽
や
文
楽

が
持
つ
「
抽
象
表
現
」
や
「
象
徴
性
」
に
新
し
い

境
地
を
見
出
し
て
会
場
に
新
鮮
な
印
象
を
与
え
ま

し
た
。
締
め
く
く
り
に
世
田
谷
パ
ブ
リ
ッ
ク
シ
ア

タ
ー
芸
術
監
督
の
野
村
萬
斎
が
『
三
番
叟
』
の
ス

テ
ッ
プ
で
ラ
ヴ
ェ
ル
の
『
ボ
レ
ロ
』
を
舞
う
映
像

を
紹
介
し
、
聴
衆
の
興
味
を
か
き
立
て
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
中
国
セ
ン
タ
ー
主
席
で
著
名
な
演
劇
評

論
家
で
も
あ
る
季
国
平
氏
は
、
京
劇
が
外
国
人
に

分
か
り
易
く
「
北
京
オ
ペ
ラ
」
と
訳
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
強
く
異
議
を
唱
え
ま
し
た
。

　
「
京
劇
や
中
国
の
戯
曲
（
伝
統
劇
）
は
オ
ペ
ラ

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
歌
舞
伎
がKABU

KI

で
あ
る
よ
う
に
戯
曲
はX

シ
ー
チ
ュ
イ

IQ
U

、
京
劇
はJ

ジ

ン

IN
G 

J

ジ
ュ
イ

U

と
呼
ん
で
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
菱
沼
理
事
は
、
演
劇
評
論
家
・

季
国
平
氏
の
著
書
を
日
本
語
訳
し
、『
中
国
の
伝

統
劇
入
門
／
季
国
平
評
論
集
』
と
し
て
今
秋
発
行

の
準
備
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
報
告
し
、
各
国
の

伝
統
劇
が
各
国
に
翻
訳
出
版
さ
れ
、
相
互
の
理
解

が
深
ま
る
こ
と
へ
の
期
待
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
「
国
際
伝
統
劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
成
立
大
会
で

は
筆
頭
理
事
＝
会
長
に
中
国
セ
ン
タ
ー
会
長
の
季

国
平
氏
が
選
出
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
定
数
20

季
国
平
著
『
中
国
の
伝
統
劇
』
評
論
集
を

菱
沼
彬
晁
理
事
が
今
秋
翻
訳
出
版

人
を
上
限
と
す
る
理
事
会
は
各
セ
ン
タ
ー
の
代
表

か
ら
選
出
さ
れ
、
日
本
セ
ン
タ
ー
の
永
井
会
長
は

各
国
か
ら
の
強
い
慫
し
ょ
う
よ
う慂
に
よ
っ
て
理
事
に
列
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
国
際
伝
統
劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
今
後
の
活
動
目

標
に
つ
い
て
は
次
の
各
項
が
了
解
さ
れ
ま
し
た
。

　

①
伝
統
劇
の
演
技
、
上
演
形
態
を
継
承
し
、
そ

の
持
続
的
発
展
に
努
め
る
。

　

②
地
域
社
会
、
特
に
若
い
世
代
へ
の
啓
蒙
活
動

を
行
い
、
伝
統
劇
に
対
す
る
親
し
み
、
尊
重
の
念

を
涵
養
す
る
。

　

③
地
方
自
治
体
や
国
家
に
対
し
て
保
護
政
策
、

助
成
措
置
を
訴
え
る
。

　

④
各
セ
ン
タ
ー
間
で
伝
統
劇
に
関
す
る
交
流
を

活
発
化
し
、
演
劇
祭
、
学
術
討
論
、
展
示
会
な
ど

の
開
催
に
努
め
る
。

　
「
国
際
伝
統
劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
合
わ
せ
て
開

催
さ
れ
た
第
15
回
「
中
国
芸
術
祭
」
で
は
、
地
元

寧
夏
の
秦し
ん
く
う腔
劇
団
が
『
王
貴
と
李
香
香
』（
作
・

錦
雲
＝
元
北
京
人
民
芸
術
劇
院
院
長
）を
上
演
し
、

好
評
を
博
し
ま
し
た
。
秦
腔
特
有
の
高
い
調
子
の

節
回
し
、
急
迫
の
リ
ズ
ム
は
悽
愴
感
に
満
ち
、〝
秦

腔
四し
だ
い大
名め
い
た
ん旦
〟
に
数
え
ら
れ
る
主
演
女
優
・
柳
萍

の
演
技
と
相
ま
っ
て
、
旧
社
会
の
圧
政
に
苦
し
ん

だ
〝
西
域
の
民
〟
の
思
い
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く

伝
え
る
も
の
で
し
た
。（
報
告　

理
事
・
菱
沼
彬
晁
）

　
「
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
の
〝
ル
ー
ツ
〟
が
歴
史
の
舞
台
か
ら
フ
ェ
イ

ド
・
ア
ウ
ト
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
世
界
各
地
の
伝
統
芸
は
コ
マ
ー
シ
ャ
リ

ズ
ム
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
波
に
押
し
や
ら
れ
、
今
や
衰
亡
の
瀬
戸
際
に
あ
り

ま
す
」
︱
︱
ト
ビ
ア
ス
・
ビ
ア
ン
コ
ー
ネ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
事
務
総
長



　

7
月
11
日
（
火
）、

東
京
・
六
本
木
の
政
策

研
究
大
学
院
大
学
内

想そ
う
か
い
ろ
う

海
樓
ホ
ー
ル
で
ジ
ョ

ン
・
レ
タ
ラ
ッ
ク
作『
ハ

ン
ナ
と
ハ
ン
ナ
』
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
上
演
と

難
民
に
関
す
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

２
０
０
人
近
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た

（
主
催
＝
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
／
共
催

＝
政
策
研
究
大
学
院
大
学
／
Ｊ
Ｋ
Ａ
（
競
輪
）
の

補
助
事
業
「
国
際
交
流
の
推
進
活
動
」）。「
一
度

き
り
の
上
演
で
は
も
っ
た
い
な
い
」「
若
い
来
場

者
が
多
く
て
よ
か
っ
た
」
と
い
う
声
も
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
模
様
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
首
都
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
内
で
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ソ
ボ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
逃
れ
た
少
女

　
『
ハ
ン
ナ
と
ハ
ン
ナ
』
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
劇
作

家
ジ
ョ
ン
・
レ
タ
ラ
ッ
ク
に
よ
る
２
０
０
１
年
初

演
の
作
品
。
舞
台
は
１
９
９
９
年
の
イ
ギ
リ
ス
南

東
部
の
港
町
・
マ
ー
ゲ
ー
ト
。
地
元
に
住
む
16
歳

の
少
女
ハ
ン
ナ
と
、
ユ
ー
ゴ
紛
争
の
た
だ
な
か
、

コ
ソ
ボ
か
ら
母
・
兄
と
と
も
に
マ
ー
ゲ
ー
ト
に
避

難
し
て
き
た
ハ
ン
ナ
が
、
先
入
観
と
対
立
感
情
を

持
っ
て
出
会
っ
て
か
ら
、
互
い
を
理
解
し
、
打
ち

解
け
る
ま
で
を
描
く
2
人
芝
居
で
す
。
レ
タ
ラ
ッ

ク
が
マ
ー
ゲ
ー
ト
の
10
代
の
若
者
た
ち
と
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
書
い
た
作
品
で
、
若
者
の

生
の
声
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
セ
ン
タ
ー
で
本
作
を
上
演
す
る
の
は
実
は

２
度
目
で
す
。
２
０
０
９
年
の
夏
、
セ
ン
タ
ー
は

本
作
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
沖
縄
の
キ
ジ
ム
ナ
ー

フ
ェ
ス
タ
で
行
い
ま
し
た
。
演
出
は
保
科
耕
一
さ

演劇による難民へのアプローチ
リーディング上演とディスカッション

ん
、
出
演
は
三
倉
茉
奈
さ
ん
、
三
倉
佳
奈
さ
ん
で

し
た
。
あ
れ
か
ら
8
年
、
ブ
レ
ク
ジ
ッ
ト
（
イ
ギ

リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
）
を
経
た
今
、
本
作
は
あ
ら
た

な
現
代
性
を
帯
び
て
、
聞
く
者
、
読
む
者
を
惹
き

つ
け
ま
す
。

　

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
二
人
の
ハ
ン
ナ
役

　

本
作
の
翻
訳
者
で
あ
り
、
当
企
画
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
を
お
願
い
し
た
中
山
夏
織
さ
ん
と
、
演

出
の
鈴
木
ア
ツ
ト
さ
ん
の
も
と
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
2
人
の
出
演
者
と
1
人
の
ア
ン
ダ
ー

ス
タ
デ
ィ
を
選
び
ま
し
た
。
一
週
間
で
50
名
を
超

え
る
応
募
が
あ
り
、
3
人
を
選
ぶ
の
は
決
し
て
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
幸
い
に
も
、
イ

ギ
リ
ス
の
ハ
ン
ナ
役
の
木
村
飛
鳥
さ
ん
（
20
）、

コ
ソ
ボ
か
ら
の
避
難
民
の
ハ
ン
ナ
役
の
𠮷
岡
花
絵

さ
ん
（
16
）、
そ
し
て
ア
ン
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
の
龍た

つ

澤ざ
わ

幸
奈
さ
ん
（
24
）
の
3
人
に
出
会
い
、
す
ば
ら

作
＝
ジ
ョ
ン
・
レ
タ
ラ
ッ
ク
（John Retallack

）

翻
訳
＝
中
山
夏
織

訳
詞
＝
田
中
萌
観

演
出
＝
鈴
木
ア
ツ
ト
（
劇
団
印い

ん
ぞ
う象-indian 

elephant-

）

総
合
司
会
＝
垣
内
恵
美
子
（
政
策
研
究
大
学
院
大

学 

文
化
政
策
コ
ー
ス
／
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
教
授
）

出
演
＝
木
村
飛
鳥
、
𠮷
岡
花
絵

ア
ン
ダ
ー
ス
タ
デ
ィ
＝
龍
澤
幸
奈

英
語
字
幕
製
作
＝
油
上
恵
子

■
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ス
ピ
ー
カ
ー
＝
田
中
志
穂
（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

難
民
支
援
協
会
広
報
部
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）、

鈴
木
ア
ツ
ト
（『
ハ
ン
ナ
と
ハ
ン
ナ
』
演
出
）

司
会
＝
中
山
夏
織
（『
ハ
ン
ナ
と
ハ
ン
ナ
』
翻
訳
）

・
照
明
デ
ザ
イ
ン
＝
篠
木
一
吉

・
照
明
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
＝
伊
藤
翔
大

・
音
響
＝
斎
藤
裕
喜

・
舞
台
監
督
＝
渡
邉
武
彦

・
Ｐ
Ｒ
デ
ザ
イ
ン
・
撮
影
＝
奥
秋
圭

・
記
録
（
写
真
）
＝
石
澤
知
絵
子

・
記
録
（
映
像
）
＝
吉
本
直
紀

・
記
録
（
ラ
イ
タ
ー
）
＝
中
島
香
菜

・
制
作
協
力
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ア
タ
ー
プ
ラ
ン
ニ

　

ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
制
作
補
佐
＝
浅
賀
さ
く
ら

イギリスのハンナ役の木村飛鳥（右）
とコソボからの避難民のハンナ役の
𠮷岡花絵　撮影・石澤知絵子
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◇ＩＴＩ日本センター主催のイベント
◉
ト
ー
ク
「
戯
曲
を
書
く
こ
と
」
＊
通
訳
付
き
（
独
日
）

■
話
し
手
：
デ
ー
ア
・
ロ
ー
ア
ー
（D

ea Loher

／
劇
作
家
）

■
聞
き
手
：
伊
達　

な
つ
め
（
演
劇
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

■
日
時
：
２
０
１
７
年
8
月
30
日
（
水
）
19
時
〜
21
時

■
会
場
：
国
立
能
楽
堂
2
階
・
大
講
義
室
（
東
京
・
千
駄
ケ
谷
）

■
入
場
料
：
無
料
（
要
予
約
）

　

デ
ー
ア
・
ロ
ー
ア
ー
は
デ
ビ
ュ
ー
作
『
オ
ル
ガ
の
部

屋
』
以
降
、
次
々
と
話
題
作
を
発
表
し
て
脚
光
を
浴

び
て
い
る
ド
イ
ツ
の
女
性
劇
作
家
で
す
。
日
本
で
は

２
０
０
９
年
の
『
タ
ト
ゥ
ー
』（
制
作
＝
新
国
立
劇
場
、

演
出
＝
岡
田
利
規
）
以
来
、
数
多
く
上
演
さ
れ
て
い
ま

す
。Ｉ
Ｔ
Ｉ
で
は
11
年「
世
界
の
秀
作
短
編
研
究
シ
リ
ー

ズ　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ド
イ
ツ
編
」
を
開
催
、
デ
ー
ア
・

ロ
ー
ア
ー
氏
の
『
言
葉
の
な
い
世
界
』
を
紹
介
し
ま
し

た
（
訳
＝
阿
部
剛
史
、
演
出
＝
小
山
ゆ
う
な
、
ド
ラ
マ

ト
ゥ
ル
ク
＝
三
輪
玲
子
、
出
演
＝
山
下
順
子
）。

　

今
夏
、
東
京
演
劇
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
『
泥
棒
た

ち
』
公
演
を
機
に
２
度
目
の
来
日
を
果
た
す
ロ
ー
ア
ー

さ
ん
に
、「
言
い
よ
う
の
な
い
こ
と
を
伝
え
る
た
め
の
」

独
特
の
文
体
と
、
作
家
と
劇
場
の
関
係
を
軸
に
、
た
っ

ぷ
り
と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
聞
き
手
に
は
演
劇

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
伊
達
な
つ
め
さ
ん
を
迎
え
、
特
別

ゲ
ス
ト
と
し
て
ロ
ー
ア
ー
作
品
の
翻
訳
・
ド
ラ
マ
ト
ゥ

ル
ク
を
数
多
く
手
が
け
る
三
輪
玲
子
さ
ん
を
予
定
。

　

☆
申
込
先
は
次
ペ
ー
ジ

し
い
座
組
が
誕
生
し
ま
し
た
。
本
作
に
は
た
く
さ

ん
の
洋
楽
ポ
ッ
プ
ス
が
登
場
し
ま
す
。
若
手
、
田

中
萌と

も
み観

さ
ん
の
手
が
け
た
訳
詞
も
観
客
を
作
品
世

界
に
引
き
込
む
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

英
語
字
幕
の
利
用

　

国
際
的
な
対
話
を
生
も
う
と
、
公
演
に
は
英
語

字
幕
を
付
け
ま
し
た
。
６
つ
の
大
使
館（
イ
ラ
ク
、

ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
マ
リ
、
コ
ン

ゴ
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
）
の
大
使
お
よ
び
大
使
館
員
の

ほ
か
、
政
策
研
究
大
学
院
大
学
の
学
生
さ
ん
や
一

般
の
方
な
ど
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
方
々
に

も
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

演
劇
の
力
、
難
民
問
題
に
活
か
し
て

　

上
演
後
に
は
1
時
間
半
の
ト
ー
ク
を
行
い
ま
し

た
。
司
会
は
再
演
に
あ
た
り
マ
ー
ゲ
ー
ト
を
視
察

し
た
中
山
夏
織
さ
ん
。
鈴
木
ア
ツ
ト
さ
ん
と
難
民

支
援
協
会（
Ｊ
Ａ
Ｒ
）広
報
部
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
田
中
志
穂
さ
ん
を
迎
え
て
、
作
品
の
こ
と
や
日

本
に
い
る
難
民
の
こ
と
、
難
民
問
題
に
対
し
て
演

劇
の
で
き
る
こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
客
席
か

ら
も
た
く
さ
ん
質
問
や
意
見
が
出
ま
し
た
。
ト
ー

ク
の
内
容
は
、
9
月
に
日
本
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

　
　
　
　
　
　
　
（
報
告　

事
務
局
・
後
藤
絢
子
）

「
言
い
よ
う
の
な
い
こ
と
」
を
伝
え
る

文
化
庁
委
託
事
業
「
平
成
２
９
年
度
次
代
の
文
化
を
創
造
す
る
新
進
芸
術
家
育
成
事
業
」
国
際
演
劇
年
鑑
２
０
１
８
関
連
企
画

■
主
催
：
文
化
庁
・
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
・
東
京
ド
イ
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
（
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
）

■
制
作
：
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー
・
東
京
ド
イ
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
（
ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
ト
ゥ
ー
ト
）

デ
ー
ア
・
ロ
ー
ア
ー

Dea Loher
©︎Alexander Paul Englert
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◇ＩＴＩ日本センター主催のイベント

■ご予約・お問合せ
メール：iti.lecture@gmail.com
電話：０３・３４７８・２１８９
　　　　　（事務局　平日11時〜17時）
ＦＡＸ：０３・３４７８・７２１８
　メールやＦＡＸでご予約の方は、「デー
ア・ローアートーク申込み」あるいは「ガ

ンナーム・ガンナームトーク申込み」と
して本文に以下４点をご明記ください。

（１）氏名（ふりがなをつけて下さい）
（２）人数
（３）日中に連絡をとれる電話番号
（ ４）iti.lecture@gmail.com か ら 受 信 可
能なメールアドレス

デーア・ローア氏によるトークの詳細は http://iti-japan.or.jp/announce/4555/

　

今
年
12
月
に「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
９
」

で
紹
介
予
定
の
『
朝
の
ラ
イ
ラ
ッ
ク
（
ダ
ー
イ
シ
ュ

時
代
の
死
に
つ
い
て
）』（
翻
訳
：
渡
辺
真
帆
）の
作
家
、

ガ
ン
ナ
ー
ム
・
ガ
ン
ナ
ー
ム
氏
を
ア
ラ
ブ
首
長
国
連

邦
の
シ
ャ
ー
ル
ジ
ャ
か
ら
招
き
ま
す
。
氏
は
ア
ラ
ブ

演
劇
協
会
（
Ａ
Ｔ
Ｉ
）
で
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
来
年
10
度
目
を
迎
え
る
「
ア
ラ
ブ
演

劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（Arab Theatre Festival

）」

な
ど
Ａ
Ｔ
Ｉ
の
活
動
と
ア
ラ
ブ
演
劇
の
今
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
話
し
手
：
ガ
ン
ナ
ー
ム
・
ガ
ン
ナ
ー
ム
（Ghannam

 
Ghannam

／
劇
作
家
・
演
出
家
・
ア
ラ
ブ
演
劇
協

会
（
Ａ
Ｔ
Ｉ
）
出
版
広
報
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

■
聞
き
手
：
未
定

■
日
時
：
２
０
１
７
年
10
月
6
日
（
金
）、7
日
（
土
）

■
会
場
：
東
京
芸
術
劇
場
ア
ト
リ
エ
イ
ー
ス
ト

■
入
場
料
：
５
０
０
円
（
要
予
約
）

■
主
催
：
文
化
庁
・
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
予
定
）

■
共
催
：
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
ト
ー
キ
ョ
ー

◉
特
別
講
座
「
ア
ラ
ブ
演
劇
の
現
在
」＊
通
訳
付
き
（
ア
ラ
ビ
ア
語
／
日
本
語
）

◉
「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
」
シ
リ
ー
ズ
９

　

ユ
ネ
ス
コ
傘
下
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
国
際
演
劇
協
会
で
は
、

演
劇
を
通
じ
て
平
和
の
構
築
を
目
指
す
取
り
組
み
と

し
て
、
世
界
各
地
で
「
紛
争
地
域
の
演
劇
」
と
題
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
セ
ン

タ
ー
で
は
、
こ
れ
に
呼
応
す
る
か
た
ち
で
、「
国
際

演
劇
年
鑑
」
の
調
査
・
研
究
事
業
の
一
環
と
し
て

２
０
０
９
年
か
ら「
紛
争
地
域
か
ら
生
ま
れ
た
演
劇
」

シ
リ
ー
ズ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
8
年
に

わ
た
り
、
日
本
に
知
ら
れ
て
い
な
い
優
れ
た
戯
曲
を

発
見
・
翻
訳
し
、
レ
ク
チ
ャ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
手
法
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
や

地
域
の
21
作
品
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
ガ
ン
ナ
ー
ム
・
ガ
ン
ナ
ー
ム
作
『
朝
の
ラ

イ
ラ
ッ
ク
（
ダ
ー
イ
シ
ュ
時
代
の
死
に
つ
い
て
）』

（
と
ア
ド
ナ
ー
ン
・
ア
ル
ア
ウ
ー
ダ
作
『
ハ
イ
ル
・

タ
ー
イ
ハ
（
さ
す
ら
う
馬
）』（
翻
訳
＝
中
山
豊
子
、

演
出
＝
坂
田
ゆ
か
り
）
の
２
作
品
を
初
訳
・
初
演

（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
上
演
）、
ト
ー
ク
で
ご
紹
介
し
ま

す
。
当
事
業
の
レ
ポ
ー
ト
と
批
評
を
「
国
際
演
劇
年

鑑
２
０
１
８
」
に
掲
載
、
翻
訳
戯
曲
は
「
年
鑑
」
の

姉
妹
編
「
戯
曲
集
」
と
し
て
発
行
し
、
来
春
み
な
さ

ま
の
お
手
元
に
お
届
け
し
ま
す
。

■
２
０
１
８
年
12
月
13
（
水
）
〜
17
日
（
日
）（
予
定
）

■
会
場
：
東
京
芸
術
劇
場
ア
ト
リ
エ
ウ
エ
ス
ト

■
主
催
：
文
化
庁
・
国
際
演
劇
協
会
日
本
セ
ン
タ
ー

文
化
庁
委
託
事
業
「
平
成
29
年
度
次
代
の
文
化
を
創

造
す
る
新
進
芸
術
家
育
成
事
業
」
国
際
演
劇
年
鑑

２
０
１
８
（
２
０
１
８
年
3
月
発
行
予
定
）
特
集
企

画■
共
催
：
東
京
芸
術
劇
場
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平
成
29
年
度
の
定
時
社
員
総
会
で
は
、
平
成
28

年
度
の
計
算
書
類
（
貸
借
対
照
表
、
正
味
財
産
増

減
計
算
書
等
）
の
承
認
を
行
う
と
と
も
に
、
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
及
び
監
事
の
改
選
を
行
い
、
20

名
の
新
役
員
と
2
名
の
新
監
事
を
選
任
し
ま
し

た
。

日
時　

平
成
29
年
6
月
25
日
（
日
）
10
時
5
分
〜

11
時
25
分

場
所　

松
竹
株
式
会
社　

大
会
議
室

会
員
現
在
数　

２
０
８
名
（
平
成
29
年
５
月
28
日

理
事
会
開
催
時
）

出
席
者　

１
３
３
名
（
委
任
状
１
０
６
名
）

出
席
会
員　

27
名
＝
青
柳
敦
子
、
安
孫
子 

正
、

壱
岐
照
美
、
伊
藤 

洋
、
大
久
保
康
雄
、
大
笹
吉

雄
、
大
島
信
久
、
オ
ー
ハ
シ
ヨ
ー
ス
ケ
、
小
田
切

洋
子
、
オ
ン
パ
ロ
ス
ダ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト(

居

上
紗
笈)

、
糟
谷
治
男
、
川
口
啓
史
、
後
藤
絢
子
、

小
林
弘
文
、
斎
明
寺
以
玖
子
、
真
藤
美
一
、
曽
田

修
司
、
と
し
ま
未
来
文
化
財
団
（
岸
正
人
）、
永

井
多
惠
子
、
永
江 

巌
、
中
山
夏
織
、
新
見
真
琴
、

林 

英
樹
、
菱
沼
彬
晁
、
堀
川
登
志
子
、
松
田
和
彦
、

吉
岩
正
晴
（
会
員
現
在
数
の
２
０
８
名
の
過
半
数

に
あ
た
る
１
０
４
名
の
出
席
者
に
達
し
、
総
会
は

有
効
に
成
立
）

配
布
資
料　

平
成
29
年
度
定
時
社
員
総
会
議
案
書

（
Ｐ
1
〜
Ｐ
20
＋
平
成
29
年
度
事
業
計
画
書
）

補
足
資
料　

平
成
29
年
度
正
味
財
産
増
減
予
算
書

開
会　

10
時
5
分
に
開
会
。
会
長
永
井
多
惠
子
の

挨
拶
の
後
、
定
款
第
１
５
条
に
基
づ
き
、
議
長
に

永
井
多
惠
子
を
選
び
、
直
ち
に
議
事
に
入
る
。

決
議
事
項

【
第
一
号
議
案
】
第
四
期
（
平
成
28
年
4
月
1
日

〜
平
成
29
年
3
月
31
日
）
計
算
書
類
の
承
認

【
第
二
号
議
案
】
役
員
等
の
選
任

【
第
三
号
議
案
】
名
誉
会
員
の
選
任　

永
江　

巖

氏
　

第
一
号
議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、議
案
書
の「
平

成
28
年
度
事
業
報
告
書
」に
基
づ
き
、報
告
を
行
っ

た
（
当
該
事
業
報
告
は
、
平
成
29
年
５
月
28
日
開

催
の
平
成
20
年
度
第
１
回
理
事
会
で
承
認
済
）。

続
い
て
、
第
一
号
議
案
の
審
議
に
移
り
、
定
款
第

１
２
条
に
定
め
る
社
員
総
会
の
決
議
事
項
に
関
わ

る
貸
借
対
照
表
、
正
味
財
産
増
減
計
算
書
に
つ
い

て
、
さ
ら
に
、
財
産
目
録
及
び
監
事
に
よ
る
監
査

報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
討
議
し
た
結
果
、
全
員

異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　

次
い
で
、
理
事
及
び
監
事
の
全
員
が
本
定
時
総

会
の
終
結
と
同
時
に
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
す
る

こ
と
と
な
り
、
改
選
の
必
要
が
あ
る
た
め
、
第
二

号
議
案
で
あ
る
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
審
議
を

行
っ
た
。
ま
ず
、
選
挙
管
理
委
員
長
の
川
口
啓
史

氏
よ
り
議
案
書
の
開
票
・
集
計
結
果
報
告
の
記
載

に
基
づ
き
、
理
事
候
補
者
選
挙
の
結
果
が
報
告
さ

れ
た
。
続
い
て
、
会
長
よ
り
議
案
書
の
役
員
候
補

者
に
記
載
の
通
り
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
理

事
候
補
者
10
名
と
会
長
推
薦
に
よ
る
候
補
者
の
計

20
名
の
理
事
候
補
、
並
び
に
2
名
の
監
事
候
補
が

提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
選
出
が
承
認
さ
れ
た
。

選
任
さ
れ
た
役
員
は
以
下
の
通
り
。

　

安
宅
り
さ
子
、
安
孫
子 

正
、
伊
藤　

洋
、
大

笹
吉
雄
、
小
田
切
洋
子
、
糟
谷
治
男
、
加
納
豊
美
、

木
田
幸
紀
、
斎
明
寺
以
玖
子
、
坂
手
洋
二
、
真
藤

美
一
、
曽
田
修
司
、
永
井
多
惠
子
、
中
山
夏
織
、

林　

英
樹
、
菱
沼
彬
晁
、
松
田
和
彦
、
三
輪
え
り

花
、
吉
岩
正
晴
、
和
崎
信
哉
（
監
事
）
小
林
弘
文
、

岸　

正
人

　

そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
、
平
成
29
年
度
事
業
計

画
に
つ
い
て
現
状
報
告
を
行
っ
た
。

　

次
に
、
第
三
号
議
案
に
つ
い
て
、
理
事
と
し
て

当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
多
大
な
貢
献
の
あ
っ
た
永

江
巖
氏
の
名
誉
会
員
選
任
に
つ
い
て
満
場
一
致
で

賛
成
を
得
た
。

　

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
7
月
に
ス
ペ
イ
ン

の
セ
ゴ
ビ
ア
で
開
催
さ
れ
る
世
界
大
会
へ
日
本
セ

ン
タ
ー
か
ら
多
く
の
人
が
参
加
で
き
る
と
よ
い
と

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー
平
成
29
年
度
定
時
社
員
総
会
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▲
Ｉ
Ｔ
Ｉ
の
第
35
回
世
界
大
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
演
劇
に
携
わ
る

人
々
の
多
様
性
、
演
劇
を
支
え
る

し
く
み
の
多
様
性
、
演
劇
の
役
割

の
多
様
性
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
日
本
の
演
劇
舞
踊
や

日
本
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
ど
う
伝

え
た
ら
よ
い
か
、
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
曽
田
）

▲
中
国
・
寧
夏
で
開
か
れ
た
「
国
際
伝
統

劇
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
主

催
者
・
中
国
セ
ン
タ
ー
（
中
国
戯
劇
家
協

会
）
の
季
国
平
主
席
は
戯
曲
（
シ
ー
チ
ュ

イ
＝
中
国
伝
統
劇
）
の
世
界
進
出
を
目
指

し
て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、日
本
で「
戯
曲
」

と
い
う
と
主
に
演
劇
の
上
演
台
本
、
あ
る

い
は
こ
の
形
式
で
書
か
れ
た
文
学
作
品
を

指
し
て
い
ま
す
。
季
国
平
氏
の
演
劇
評
論

集
の
日
本
語
訳
に
取
り
組
ん
で
真
っ
先
に

こ
の
問
題
に
突
き
当
た
り
ま
し
た
。
こ
の

訳
業
が
日
中
演
劇
人
交
流
の
共
通
の
作
業

台
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
（
菱
沼
）

編集後記

　　　I.T.I. NEWS  2017 14

　国際演劇協会日本センター
は舞台芸術・放送芸術の国際
交流に関心をお持ちの個人・
団体の会員を随時募集中。『国
際演劇年鑑』などセンター発
行の出版物が無料で配布さ
れ、センター主催・共催のワー
クショップやシンポジウムに
割引料金で参加できます。

▽個人会員　入会金６, ０００円
　年会費１２, ０００円
▽団体会員　入会金６, ０００円
　年会費１８, ０００円
▽賛助会員　入会金なし　
　年会費１８, ０００円～
　１００, ０００円（一口）
　入会金免除　ただ今ご入会の
方は入会金免除となります。

　

ご
寄
付
の
お
願
い

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、「
公
益
社
団
法
人
」

へ
の
移
行
に
と
も
な
い
、
寄
付
金
控
除

な
ど
税
法
上
の
優
遇
措
置
の
対
象
と
な

る
特
定
公
益
増
進
法
人
と
な
り
ま
し

た
。
個
人
の
場
合
は
、
特
定
寄
付
金
と

し
て
一
定
金
額
ま
で
寄
付
金
控
除
が
認

め
ら
れ
、
法
人
の
場
合
は
、
一
般
の
寄

付
金
の
損
金
算
入
限
度
額
と
は
別
に
、

別
枠
の
損
金
算
入
限
度
額
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。

ITI 日本センターは個人、団体会員を募集中

【
会
員
資
格
停
止
】 
20
名

※
平
成
28
年
度
第
2
回
理
事
会
に
お

い
て
、
会
費
の
入
金
が
長
年
滞
っ
て

い
る
方
に
は
、
書
面
に
て
ご
連
絡
の

上
、
や
む
な
く
会
員
資
格
を
停
止
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
会
費
の

入
金
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
資
格
を

再
開
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

飯
田
道
朗
、
伊
藤
和
美
、
入
月
絢
、

入
野
智
江
、
江
久
里
ば
ん
、
荻
野
百

合
子
、
加
藤
有
一
、
金
谷
暢
雄
、
木

下
祐
子
、
澤
村
田
之
助
、
鈴
木
拓
、

高
瀬
精
一
郎
、
高
橋
幸
夫
、
田
原
昭

之
、
西
村
祐
、
早
川
保
清
、
村
上
隆

明
、
横
堀
応
彦
、
吉
田
悠
樹
彦
、
和

田
ち
さ
と

（2017 年 1 月〜７月） 順不同・敬称略会  員  消  息
【
個
人
会
員　

入
会
】

森　

雅
美
（
俳
優　

フ
リ
ー
）

山
下
裕
子
（
劇
団　

俳
優
座
）

中
村
義
裕
（
演
劇
批
評
・
演
出
）

安
藤
拓
孝
（
松
竹
株
式
会
社
）

高
橋
夏
樹
（
松
竹
株
式
会
社
）

中
里
毅
（
松
竹
株
式
会
社
）

野
間
一
平
（
松
竹
株
式
会
社
）

林　

知
一
（
小
川
綜
合
法
律
事
務
所
）

村
井
華
代
（
共
立
女
子
大
学
文
芸
学
部
）

【
個
人
会
員
か
ら
団
体
会
員
へ
の
変
更
】

市
村
作
知
雄 

→ 

特
定
非
営
利
活
動
法

人
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ジ
ャ
パ
ン

（
理
事
長
：
米
原
晶
子
）

【
個
人
会
員　

退
会
】

小
野
田　

恵

西
形　

節
子

松
本　

康
男

【
顧
問　

辞
任
】

山
口　

昌
紀

【
ご
逝
去
】

谷
村　

陽
介
（
17
年
3
月
23
日
）

I.T.I.

い
う
意
見
や
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ダ
ン
ス
デ
イ
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｔ
Ｉ
本
部

主
催
の
セ
レ
モ
ニ
ー
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
行
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
来

年
以
降
に
つ
い
て
は
、
日
本
か
ら
も
希

望
者
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
事
前
に
必

要
な
情
報
を
得
て
会
員
に
知
ら
せ
て
ほ

し
い
、
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

Ｉ
Ｔ
Ｉ
日
本
セ
ン
タ
ー

　

平
成
29
年
度
第
１
回
臨
時
理
事
会　

同
日　

総
会
終
了
後
11
時
30
分
よ
り
開
催

【
第
一
号
議
案
】　

役
員
の
選
出

会
長
（
代
表
理
事
）
に
永
井
多
恵
子
、

副
会
長
（
代
表
理
事
）
に
安
孫
子
正
、

吉
岩
正
晴
、
常
務
理
事
（
業
務
執
行
理

事
）
に
曽
田
修
司
が
全
会
一
致
で
選
任

さ
れ
る
。

【
第
二
号
議
案
】　

顧
問
の
選
任

総
会
で
名
誉
会
員
に
選
任
さ
れ
た
永
江

巖
氏
に
対
し
、
顧
問
に
就
任
い
た
だ
く

よ
う
会
長
か
ら
の
推
挙
が
あ
り
、
全
員

異
議
な
く
こ
れ
に
賛
成
し
た
。

【
第
三
号
議
案
】　

平
成
29
年
度
事
業
委

員
会
委
員
の
選
任

　

事
業
委
員
会
規
約
第
３
条
に
基
づ

き
、
事
業
委
員
会
委
員
を
選
任
す
る
こ

と
に
全
員
一
致
で
賛
成
し
た
。


